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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 5,175 4.3 △4 － 103 △24.7 71 △22.6

2026年３月期第１四半期 4,962 5.9 64 － 137 176.0 92 188.4
(注)包括利益 2027年３月期第１四半期 74百万円(△66.1％) 2026年３月期第１四半期 221百万円( 89.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 6.42 －

2026年３月期第１四半期 8.23 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 25,028 20,462 81.8

2026年３月期 26,904 21,067 78.3
(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 20,462百万円 2026年３月期 21,067百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 17.00 － 38.00 55.00

2027年３月期 －

2027年３月期(予想) 31.00 － 31.00 62.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,700 8.0 1,420 1.1 1,620 0.9 1,230 0.5 109.82
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 11,200,000株 2026年３月期 11,200,000株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 194,589株 2026年３月期 789株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 11,096,986株 2026年３月期１Ｑ 11,199,211株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績などはさまざまな要因により大きく異なる可能

性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項などについては、添付資料２ページ「（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当社及び連結子会社の当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、産業関連部門においてシステム構築及

びシステム機器販売が減少した一方で、金融関連部門においてシステム構築が増加したことから、売上高は前年同

四半期比213百万円（4.3％）増の5,175百万円となりました。

損益面につきましては、増収効果に加え、収益性の高い案件の獲得による粗利影響があった一方で、オフィス環

境整備などの設備投資を実施したほか、給与のベースアップや人材育成のための教育研修などの成長投資を先行的

に取り組んだ結果、営業損失は４百万円と前年同四半期比69百万円の減益となりました。経常利益は、期末に係る

受取配当金の増加や資金運用による利息収入の増加があったものの、先行投資の影響が大きく103百万円と前年同

四半期比33百万円（24.7％）の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益も71百万円と前年同四半期比20百万円

（22.6％）の減益となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、2026年４月１日付の組織変更に伴い、当第１四半期連結会計期間より産業関連部門の一部を金融関連部門

に集計するよう変更しており、対前年同四半期の増減及び増減率については、前年同四半期の数値を変更後の区分

方法に組み替えた数値に基づいて作成しております。

① 金融関連部門

ＳＭＢＣグループ向けの収益性の高い情報化投資案件の堅調な受注・稼働を背景に、システム構築が増加し

たことにより、売上高は2,064百万円と前年同四半期比402百万円（24.2％）の増収となり、セグメント利益も

507百万円と前年同四半期比171百万円（51.2％）の増益となりました。

② 公共関連部門

前期から継続している自治体情報システムの標準化案件が今期も計画どおり進捗していることから、売上高

は1,246百万円と前年同四半期比９百万円（0.8％）の増収となり、セグメント利益も67百万円と前年同四半期

比０百万円（0.6％）の増益と業績・損益ともに前年同四半期並みの水準となりました。

③ 産業関連部門

ＳＡＰビジネス案件によりシステム構築が増加した一方で、前期にあった高採算の大口システム構築案件や

システム機器導入案件の反動減を主因として、売上高は1,864百万円と前年同四半期比198百万円（9.6％）の

減収となり、セグメント利益も減収影響に加え、ＳＡＰビジネスに係る人材育成のための成長投資により280

百万円と前年同四半期比110百万円（28.3％）の減益となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が前連結会計年度末比1,875百万円減少して25,028百

万円に、純資産も前連結会計年度末比604百万円減少して20,462百万円となりました。この結果、自己資本比率は

前連結会計年度末比3.5％上昇して81.8％となっております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年５月13日付の「2026年３月期決算短信」において発表いたしました通期の連結業績予想につきましては、

現時点での変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,293 1,371

売掛金及び契約資産 8,144 4,352

電子記録債権 11 2

有価証券 3,497 2,998

商品 70 176

仕掛品 145 197

貯蔵品 2 2

その他 540 710

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 14,704 9,812

固定資産

有形固定資産 2,643 2,739

無形固定資産 464 556

投資その他の資産

投資有価証券 6,547 9,360

退職給付に係る資産 2,075 2,082

その他 496 504

貸倒引当金 △27 △27

投資その他の資産合計 9,091 11,919

固定資産合計 12,199 15,215

資産合計 26,904 25,028

負債の部

流動負債

買掛金 1,240 1,037

未払法人税等 519 56

賞与引当金 1,436 413

受注損失引当金 1 41

その他 1,623 2,004

流動負債合計 4,822 3,554

固定負債

役員退職慰労引当金 112 -

退職給付に係る負債 70 72

資産除去債務 24 24

その他 807 913

固定負債合計 1,014 1,010

負債合計 5,836 4,565
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,054 2,054

資本剰余金 2,228 2,228

利益剰余金 15,090 14,736

自己株式 △0 △254

株主資本合計 19,373 18,765

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,117 1,145

退職給付に係る調整累計額 576 552

その他の包括利益累計額合計 1,693 1,697

純資産合計 21,067 20,462

負債純資産合計 26,904 25,028
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 4,962 5,175

売上原価 3,676 3,814

売上総利益 1,285 1,361

販売費及び一般管理費 1,220 1,365

営業利益又は営業損失（△） 64 △4

営業外収益

受取利息 22 39

受取配当金 52 73

雑収入 4 2

営業外収益合計 79 114

営業外費用

支払利息 7 6

雑損失 0 0

営業外費用合計 7 7

経常利益 137 103

特別損失

固定資産除却損 6 -

特別損失合計 6 -

税金等調整前四半期純利益 130 103

法人税等 38 31

四半期純利益 92 71

親会社株主に帰属する四半期純利益 92 71
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 92 71

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 133 27

退職給付に係る調整額 △4 △23

その他の包括利益合計 129 3

四半期包括利益 221 74

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 221 74
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（グループ通算制度の適用）

当社及び連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より単体納税制度からグループ通算制度へ移行しております。

これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を適用す

る場合の会計処理及び開示の取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日）に従っております。

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、2026年６月26日開催の第58期定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給を決

議いたしました。これに伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取り崩し、打ち切り支給額の未払金70百万円を「長期

未払金」として固定負債の「その他」に含めて表示しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

金融関連
部門

公共関連
部門

産業関連
部門

計

財又はサービスの種類

システム構築 1,455 652 971 3,079 － 3,079

システム運用管理 191 420 506 1,118 － 1,118

その他の情報サービス 13 111 161 286 － 286

システム機器販売 1 52 422 477 － 477

顧客との契約から生じる
収益

1,662 1,237 2,062 4,962 － 4,962

財又はサービスの移転の時期

一時点で移転される財又は
サービス

1 53 426 481 － 481

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

1,661 1,184 1,635 4,480 － 4,480

顧客との契約から生じる
収益

1,662 1,237 2,062 4,962 － 4,962

外部顧客への売上高 1,662 1,237 2,062 4,962 － 4,962

セグメント間の内部売上高
又は振替高

42 3 19 64 △64 －

計 1,705 1,240 2,081 5,027 △64 4,962

セグメント利益 335 66 390 793 △728 64

(注) １ セグメント利益の調整額△728百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用等であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

金融関連
部門

公共関連
部門

産業関連
部門

計

財又はサービスの種類

システム構築 1,847 678 891 3,417 － 3,417

システム運用管理 194 385 463 1,043 － 1,043

その他の情報サービス 21 106 189 317 － 317

システム機器販売 1 75 319 396 － 396

顧客との契約から生じる
収益

2,064 1,246 1,864 5,175 － 5,175

財又はサービスの移転の時期

一時点で移転される財又は
サービス

13 76 323 413 － 413

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス

2,051 1,170 1,540 4,762 － 4,762

顧客との契約から生じる
収益

2,064 1,246 1,864 5,175 － 5,175

外部顧客への売上高 2,064 1,246 1,864 5,175 － 5,175

セグメント間の内部売上高
又は振替高

41 0 36 77 △77 －

計 2,106 1,246 1,900 5,253 △77 5,175

セグメント利益又は損失(△) 507 67 280 855 △859 △4

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△859百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用等であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

2026年４月１日付の組織変更に伴い、当第１四半期連結会計期間より産業関連部門の一部を金融関連部門に集計す

るよう変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 162百万円 138百万円


